
 

■ 自動車工学関連講座（第４回中堅技術者向け Webセミナー）       

IE講座「生産ラインにおける指標管理の基礎とポイント」   

（会員限定） 

次世代自動車センター浜松では、会員企業の皆様からご要望の多い中堅社員向け社内教育

として、汎用的なテーマを取り上げ、中堅社員向け Webセミナーとして開催しています。 

本年度も自動車工学関連講座の一環として、カイゼンベース社に講師を依頼し、昨年度の

４回から内容を拡充して６回連続の Webセミナーとして順次実施しています。 

今回は、その第４回として IE（生産工学）講座「生産ラインにおける指標管理の基礎と活

用のポイント」を 開催しました。 

 

■日 時 ： 令和４年１０月５日（水）13 時 30分～15 時 30分 

■場 所 ： Ｗｅｂ形式 

■参加者 ： ３６社/２６３名 
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【参加者の声】 

 

・日々のデータ等を集計した時には見える化し、タイムリーに掲示などを行うことが重

要だと思った。その際には数字を並べるのではなく、図やグラフで作業者が見てすぐ

にわかる資料作りを心掛けたい。 

・弊工場においても生産数、稼働率は監視しているが、うまく活用できていないのが現

実。指標も基準が明確でない部分があり、整備した上で日常的に自立管理できる仕組

みを構築したい。 

・機械設備の効率だけでなく人の効率も管理しなければならないということに非常に

関心を持ち、それを数値化した人時生産性の定義と算出方法及びそれを上げるための

方法について大変参考になった。 

・製造部門だけではなく、全ての仕事に通ずる話など大変参考になった。見える化など

会社の中で当たり前に使われているものも、きちんと理解し、活用していかなければ

ならないと思った。 

・指標を同じにすることの大切さを再確認できた。向かうべき姿を明確にし、行動結果

をフィードバックすることで、方針の変更や対策が可能になるということを忘れずに

指標を定めていきたい。 

・設備効率のロスについての分析方法や、基準となる指標から課題が見えてくる内容な

ど、どの様な分野でも大切な考え方を学ぶことができた。また図式化することで様々

な気づきも生まれることから、今後の業務にも生かしていきたい。 

・製造部門において、人と設備をいかにロスなく、ものづくりができるかは、原価にも

直結する。工程の作業手順を見直し段取り時間を減らす、作業ミスをしない環境を作

る、設備のメンテナンスをきっちり行いチョコ停を減らすことなどで、ロス時間が減

り、生産性は向上すると思った。 

・指標は、職場をより良くするためのモノサシであり、更に良くするための行動に繋げ

るツールであること、指標をただ張り出しておくだけでなく、気づきや変動が分かり、

異常が見え、原因追及、対策が即時に行えるよう、指標の見える化レベルを上げ、運

用することが重要であると認識した。 

・現場には、まさに数値だけの点検表や見えていないデータが多くある。目的を持ち、

目標をもって改善を進めるために、現状把握と目標値が分かるようなデータの使い方

が重要であることを学んだ。 

・指標は、比較するものが明確になっており、社内でのコミュニケーションで同じ指標

を持たないと話が通じない。定常的に報告しているデータがいつのまにか比較対象が

分からなくなり、数値の良し悪しが分からなくなってしまうことがある。原点回帰し、

比較対象や基準を明確にすることの必要性が参考となった。 

 
 

  


